
開通 １２５周年
２０２５年７月２５日に開通１２５周年を迎える 中央線 名古屋－多治見間。 多治見の人々に愛されてきた中央線の成り立ちや変遷を紹介します。

明治２５年 （1892）

蒸気機関車のばい煙による火事が多発したこともあり、鉄道の
電化が進められました。また、線路の複線化で、列車の行き違
いの調整を行う必要がなくなったため、列車の運行時間が短縮
され、本数も増加しました。定光寺－多治見間では線路の付け
替えが行われ、大部分がトンネルになりました。

明治３３年 （1900） 7月 25日

中央線のルートは、明治26年
（1893）の段階で「多治見の
対岸なる長瀬（停車場（駅）
設置見込）を過ぎ、池田村を
経て（後略）」と定められて
いました。駅の設置予定地と
された長瀬は、その当時は可
児郡豊岡村でしたが、なぜか
駅名は「多治見」。
明治26年の時点では、土岐川
以南の多治見だけが町制に移
行していたので、国からは、
対岸の長瀬も多治見の一部と
思われていたのかもしれませ
んね。

中央線トリビア

「鉄道敷設法」 公布

鉄道建設の基本方針を定めた「鉄道敷設法」により全国の鉄道敷
設候補地が決まると、中馬街道や下街道沿いの村で中央線の誘致
運動が起こりました。明治27年（1894）、中央線が多治見市域を
通ることが正式に決まりました。 名古屋－多治見間を、１時間３５分でつなぎました。

試運転の際には、花火や餅投げなど、様々な行事が各
地で催されました。また、鉄道を使った陶磁器の輸送
が盛んになった多治見駅周辺には、運送店や商人宿、
陶器商店が立ち並びました。
明治35年（1902）には多治見－中津川間も開通しまし
たが、その後は日露戦争の影響で工事が遅れたため、
全線開通までに11年の歳月を要しました。

中央線 （名古屋－多治見間） 開通

昭和４１年 （1966）　

駅名は「多治見」でも
駅の住所は多治見では
なかった‼

まぼろしの池田駅

定光寺－多治見間に池田駅（正式
には信号場）があり、人や貨物の
乗降を行っていました。昭和27年
（1952）に名称が変更され、古虎
渓駅となりました。

名古屋と八王子に鉄道局の出
張所が設置され、東西両方向
から工事が始められました。
１４基ものトンネルを設けた
定光寺－多治見区間は、特に
大変な工事でした。

しってる？

名古屋－多治見

（国立公文書館蔵）

「鉄道比較線路決定ニ関スル法律」

『明治三十八年度鉄道作業局年表』 より　中央線の路線図

祝

名古屋－瑞浪間　複線電化

中央線
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多治見方面へ向かう複線電化前の中央線の蒸気機関車

右手は建設途中の池田町トンネル 昭和４０年頃　


